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　　人ロの動き

　　1月1日現在一

男4，928（±o）

女5，021（＋1）

計9，949（＋1）
世帯数2，344（一1）
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告

「
報

議会

㌧
　
第
八
回
町
議
会
定
例
会
が
、
先
月
二
十
二
日
か
ら

二
十
四
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、
二
十
二
日
は
町
政
に
対
す

る
一
般
質
問
、
二
十
三
日
が
五
十
六
年
度
の
各
会
計

の
決
算
認
定
、
最
終
日
の
二
十
四
日
に
は
条
例
の
改

正
や
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
算
内
容
（
一
般
会
計
）
に
つ
い
て
は
別
掲
と
し

ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
ほ
か
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　・　　　　　　　一　　　　　　，　　　　　o　　　　　一　　　　　一　　　　・　　　　o　　　　●　　　．　　　，　　　，　　o　・
・o

姦

◇
若
山
三
郎
議
員

①
校
内
暴
力
対
策
と
教
育
の
あ
り
方

②
川
西
観
光
事
業
活
動
と
取
り
組
み
方

◇
根
津
町
長

①
青
少
年
白
書
に
よ
る
と
、
非
行
少
年

は
以
前
は
高
校
生
が
多
か
っ
た
が
、
最

近
は
中
学
校
へ
と
だ
ん
だ
ん
低
年
齢
化

し
て
い
る
。
中
流
以
上
の
家
庭
が
九
〇

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。
万
引
き
、

自
転
車
ド
ロ
が
主
で
あ
る
。
性
格
的
に

は
忍
耐
力
が
弱
く
、
依
頼
心
が
強
い
自

己
中
心
主
義
の
子
供
と
な
っ
て
い
る
。

家
庭
の
し
つ
け
と
し
て
は
、
母
親
が
七

〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
が
、
母

性
と
父
性
の
調
和
が
た
い
せ
つ
で
、
五

〇
パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
が
理
想
で
あ
る
。

教
師
と
子
供
の
人
間
関
係
も
影
響
す
る
。

　
川
西
中
学
校
の
場
合
は
、
全
町
一
校

の
統
合
で
、
家
庭
と
の
距
離
感
が
で
て

子
供
た
ち
の
習
性
が
無
責
任
に
な
っ
て

き
た
。中

学
校
の
後
援
会
を
作
り
た
い
。
学

校
と
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
図
り
、
町

民
こ
ぞ
っ
て
非
行
の
な
い
温
か
い
学
校

と
な
る
よ
う
に
努
力
し
て
ほ
し
い
。

②
「
に
い
が
た
景
勝
一
〇
〇
選
」
に
漏

れ
て
残
念
で
あ
る
が
、
節
黒
城
は
先
人

か
ら
守
ら
れ
て
き
た
景
勝
地
で
、
地
域

の
人
と
と
も
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　
若
者
が
住
み
つ
く
た
め
、
魅
力
あ
る

町
づ
く
り
を
し
た
い
。
観
光
開
発
も
そ

の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
。
ま
ず
町
の
施

設
を
整
備
し
、
そ
れ
を
広
域
観
光
に
移

し
て
い
き
た
い
。

◇
平
野
正
義
議
員

①
農
協
の
金
融
と
生
活
購
買
事
業
に
対

す
る
行
政
指
導
は

◇
根
津
町
長

　
上
町
に
新
潟
川
西
農
協
千
手
支
所
の

定例会2日目

中
央
店
が
出
店
す
る
が
、
こ
れ
は
、
金

融
業
務
の
み
と
い
う
。
水
口
沢
以
南
の

組
合
員
四
百
人
の
不
便
を
解
消
す
る
た

め
の
も
の
で
、
購
買
事
業
は
行
わ
な
い

と
の
こ
と
。
商
工
会
も
了
解
し
て
い
る
。

　
購
買
事
業
の
考
え
方
は
、
組
合
員
の

農
業
生
産
力
の
増
進
と
経
済
を
守
る
た

め
に
行
う
も
の
で
、
地
元
商
店
と
の
協

調
を
図
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
あ
る
。

　
川
西
町
の
発
展
の
た
め
に
も
、
お
互

い
が
理
解
し
合
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た

め
に
は
研
究
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

◇
上
村
広
治
議
員

①
役
場
職
員
の
研
修
に
つ
い
て

◇
根
津
町
長

①
行
革
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

少
数
精
鋭
主
義
、
最
少
の
経
費
で
最
大

の
効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

多
様
化
、
複
雑
化
し
た
行
政
の
中
で
、

明
る
く
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に

は
、
常
に
先
取
り
の
考
え
方
が
必
要
で

あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
も
研
修
に
励
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
県
の
地
方
課
、
自
治
大

学
校
へ
の
派
遣
研
修
や
人
事
事
務
組
合
、

県
自
治
研
修
所
な
ど
各
種
研
修
も
受
講

さ
せ
て
い
る
。

　
町
民
に
接
す
る
態
度
、
と
り
わ
け
会

話
は
た
い
せ
つ
で
あ
る
。
接
遇
研
修
も

行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
課
内
研
修
、
郡
市
協
議

会
な
ど
の
研
修
も
か
な
り
の
回
数
に
な

る
。
経
験
を
積
ま
せ
職
員
を
育
て
て
い

く
。　

戸
田
専
治
議
員

①町道9

号
線
の
街
路
灯
設
置
は

②
国
鉄
信
濃
川
発
電
所
第
五
期
工
事
の

町
へ
の
影
響

③
町
立
歯
科
診
療
所
廃
止
ま
で
の
経
緯

◇
根
津
町
長

①
モ
デ
ル
事
業
は
二
十
六
億
円
の
総
事

業
費
の
う
ち
、
五
十
二
年
か
ら
五
十
七

年
ま
で
の
六
か
年
問
で
六
億
円
消
化
し

た
の
み
。
予
算
が
付
か
な
い
で
、
道
路

も
手
を
付
け
な
が
ら
完
了
し
な
い
の
が

多
い
。

　
9
号
道
路
も
街
路
灯
、
消
雪
パ
イ
プ

な
ど
が
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
。
街
路

灯
は
一
基
四
十
万
円
く
ら
い
か
か
る
。

維
持
管
理
や
電
灯
料
の
負
担
の
問
題
も

あ
る
。
受
益
地
域
が
広
範
囲
な
の
で
、

地
元
と
協
議
し
公
平
な
負
担
と
な
る
よ

う
に
調
整
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
来

年
度
は
な
ん
と
か
予
算
化
し
た
い
。

②
渇
水
期
の
信
濃
川
維
持
流
量
は
現
在

よ
り
増
え
る
よ
う
に
す
る
と
い
っ
て
い

る
。
十
日
町
市
は
反
対
の
立
場
で
あ
る
。

小
千
谷
市
、
川
口
町
と
と
も
に
工
事
の

促
進
期
成
同
盟
を
結
成
し
た
。
十
日
町

市
、
中
里
村
か
ら
も
参
加
し
て
も
ら
い

た
い
。

　
工
事
に
よ
っ
て
被
害
を
被
っ
た
場
合

は
、
施
工
以
前
の
条
件
よ
り
よ
く
な
る

よ
う
補
償
し
て
も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
期
か
ら
四
期
工
事
ま
で
が
完
了
し
て

い
る
が
、
国
鉄
は
損
害
を
与
え
て
は
い

な
い
。
そ
れ
を
信
じ
た
い
。

　
　
「
信
濃
川
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
会
」

の
先
生
方
と
も
話
を
し
た
。
反
対
理
由

は
飲
料
水
と
農
業
用
水
に
不
安
、
地
下

水
脈
破
壊
、
魚
や
水
鳥
が
生
息
し
て
い

け
な
い
な
ど
を
上
げ
て
い
る
。
地
下
水

は
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
わ
か
る
。
こ
れ

に
よ
り
生
活
権
を
奪
わ
れ
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。

　
町
へ
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
電
源

三
法
に
よ
る
交
付
金
、
発
電
施
設
所
在

市
町
村
交
付
金
が
見
込
ま
れ
る
。
事
業

を
始
め
れ
ば
固
定
資
産
税
が
入
る
。

　
九
百
億
円
と
い
う
こ
の
計
画
は
景
気

浮
揚
に
つ
な
が
り
、
も
た
ら
す
効
果
は

三
、
四
倍
に
も
な
る
と
国
鉄
は
い
っ
て

い
る
。

　
現
在
は
調
査
を
し
て
よ
い
か
ど
う
か

の
段
階
で
あ
る
。

③
事
務
の
簡
素
化
を
考
え
過
ぎ
た
よ
う

で
あ
り
、
反
省
を
し
て
い
る
。
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◇
戸
田
哲
次
議
員

①
人
事
院
勧
告
の
凍
結
と
公
務
員
共
闘

に
対
す
る
考
え
、
そ
れ
に
川
西
町
職
員

の
給
与
の
実
態
は

◇
根
津
町
長

①
人
勧
凍
結
問
題
に
つ
い
て
は
、
政
府

は
強
腰
で
あ
る
。
現
在
審
議
中
な
の
で
、

町
は
そ
の
結
果
に
従
う
。

　
川
西
町
職
員
労
働
組
合
は
、
十
二
月

十
六
日
に
統
一
ス
ト
の
指
令
を
受
け
て
、

十
五
分
ほ
ど
の
時
間
内
集
会
を
行
っ
た

が
、
行
動
は
統
制
が
と
れ
て
い
た
。
処

分
に
つ
い
て
は
慎
重
に
対
処
す
る
。

　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
（
一
般
職
員
の

国
家
公
務
員
に
対
す
る
給
与
比
率
）
は

五
十
六
年
度
九
〇
・
○
か
ら
五
十
七
年

度
は
枠
内
の
特
別
昇
給
や
退
職
な
ど
の

関
係
で
九
三
．
二
に
な
っ
た
。
階
層
別

に
み
る
と
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
不
均
衡

の
な
い
よ
う
努
め
た
い
。

　
現
業
職
員
は
、
郡
内
で
も
低
い
の
で

是
正
し
て
い
き
た
い
。

　
給
与
の
公
表
は
、
今
後
必
要
と
す
れ

ば
考
慮
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

会計区分 歳　入 歳　出 差引額

一　般　会　　計 2，7（胤，106，576 2，646，009，388 58，097，188

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険 488，484，079 458，577，816 29，906，263

国　保　診　療　所 78，061，722 77，195，922 865，800

仙田へき地出張診療所 20，338，891 26，876，223 △6，537，332

歯　科　診　療　所 82，150，918 84，094，811 △1，943，893

農業共済事業 73，445，100 41，996，639 31，448，461

簡　　易　　水　　道 47，054，298 45，592，364 1，461，934

合　　　　　　計 3，493，641，584 3，380，343，163 113，298，421

　
　
◇
滋
野
一
郎
議
員

　
　
①
柳
式
自
然
融
雪
屋
根
に
つ
い
て

　
　
②
十
日
町
大
橋
と
県
道
小
千
谷
十
日
町

　
　
津
南
線
の
改
良
整
備
を

　
　
◇
根
津
町
長

　
　
①
屋
根
雪
処
理
は
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　
　
柳
式
は
県
内
外
で
も
取
り
入
れ
ら
れ
て

　
　
い
る
。
除
雪
協
力
会
の
総
会
で
講
演
を

　
　
い
た
だ
き
認
識
を
深
め
て
い
る
。
発
明

　
　
者
の
町
と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
面
で
考

　
　
え
て
い
く
。

　
　
②
大
橋
に
つ
い
て
は
、
十
日
町
市
と
川

　
　
西
町
の
両
議
会
で
も
取
り
上
げ
た
。
建

　
　
設
協
会
で
十
日
町
市
、
川
西
町
道
路
網

　
　
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
千
手
の
中
心
か

　
　
ら
沖
立
島
の
橋
を
利
用
し
堤
防
を
上
流

　
　
に
向
か
い
上
新
井
地
内
の
国
鉄
鉄
塔
の

∠下あ

た
り
が
と
い
う
こ
と
で
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
が
調
査
し
て
い
る
。
国
、
県
道

の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
の
橋
に
し
て
も
ら

い
た
い
。

　
県
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
は
、
道

路
改
良
と
い
う
こ
と
で
願
っ
て
い
る
。

十
日
町
土
木
事
務
所
長
に
も
川
西
町
の

道
路
網
を
近
い
う
ち
に
見
て
ほ
し
い
と

頼
ん
で
あ
る
。

◇
小
林
寅
雄
議
員

①雇

用
の
拡
大
と
企
業
誘
致
を

◇
根
津
町
長

①
日
本
経
済
は
資
源
を
輸
入
し
、
そ
れ

を
加
工
し
て
生
き
て
い
る
。
国
際
社
会

に
積
極
的
に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
農
業
の
自
立
も
必
要
と
な
る
。

　
米
を
中
心
と
し
た
川
西
町
の
農
業
で

あ
る
が
、
土
地
を
た
い
せ
つ
に
し
、
ふ

る
さ
と
を
愛
し
て
ほ
し
い
。

　
地
場
産
業
の
振
興
は
急
速
に
は
い
か

な
い
よ
う
だ
。

　
誘
致
企
業
は
定
着
し
て
き
た
。
そ
れ

ぞ
れ
拡
張
計
画
も
持
っ
て
い
る
。
こ
こ

で
働
い
て
い
る
人
た
ち
は
四
百
十
五
人

で
あ
る
。

　
千
手
地
区
に
も
工
場
を
求
め
た
い
。

　
企
業
誘
致
は
、
町
長
と
助
役
が
専
任

の
つ
も
り
で
取
り
組
む
。
事
務
は
企
画

室
で
あ
る
。

　
農
業
後
継
者
問
題
も
対
策
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
高
速
交
通
時
代
に

入
り
、
東
京
か
ら
も
通
勤
農
業
が
可
能

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
若
者
が
住
み
つ
き
人
口
の
減
ら
な
い

町
に
し
て
い
き
た
い
。

ノ
雪
《
婁
《
《
ぐ
ξ
き
ぐ
ζ
き
ぐ
ζ
ζ
ぐ
ζ
《
嚢
《

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
す
る
よ
う
に
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

意
見
書
の
提
出
　
　
と
の
意
見
書
が
可
決
嚢
関
係
大

▽
国
家
公
務
員
給
与
引
上
げ
の
人
事
院

　
勧
告
完
全
実
施
を
求
め
る
意
見
書
の

　
提
出

　
人
事
院
勧
告
は
、
争
議
権
の
代
償
措

置
で
あ
り
、
最
低
の
保
障
で
あ
る
。

　
こ
の
凍
結
が
経
済
活
動
に
与
え
る
影

響
は
極
め
て
大
き
く
、
公
企
体
職
員
、

地
方
公
務
員
給
与
、
恩
給
、
年
金
、
さ

ら
に
は
民
間
賃
金
に
も
波
及
し
、
個
人

消
費
支
出
を
停
滞
さ
せ
、
国
民
経
済
そ

の
も
の
を
沈
滞
化
さ
せ
て
財
政
再
建
の

う
え
で
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
人
事
院
勧
告
を
完
全

臣
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
事
項
の
承
認

▽
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
牌
弟
山
ハ
ロ
万
）

　
百
十
五
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
十
九
億
二

千
八
十
六
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
で
は
地
方
交
付
税
が
九
十
八
万

円
、
野
球
場
使
用
料
が
十
七
万
円
増
額

さ
れ
、
歳
出
で
は
歴
史
民
俗
資
料
館
関

係
が
五
十
万
五
千
円
、
屋
外
体
育
施
設

関
係
が
六
十
四
万
五
千
円
増
額
さ
れ
ま

財
産
（
土
地
）
の
取
得

巣
鴨
信
用
金
庫
研
修
保
養
セ
ン
タ
ー

用
地
と
し
て
譲
与
す
る
た
め
、
中
屋
敷

地
内
の
山
林
約
二
万
五
千
平
方
メ
ー
ト

ル
を
土
地
代
金
、
立
木
補
償
を
合
わ
せ

て
千
六
百
六
士
二
万
円
余
で
取
得
し
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

財
産
（
土
地
）
の
交
換

　
こ
れ
も
巣
鴨
信
用
金
庫
研
修
保
養
セ

ン
タ
i
用
地
に
関
連
し
て
の
土
地
交
換

で
す
。
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■
告

会
報

議
」

般
会
計
は

四
千
三
百
八
十
七
万
円
を
追
加

一

▽
五
十
七
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
七
号
）

　
四
千
三
百
八
十
七
万
一
千
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ

れ
二
十
九
億
六
千
四
百
七
十
三
万
八
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
民
税
の
個

人
所
得
割
が
一
千
万
円
、
農
林
水
産
業

費
県
補
助
金
が
千
三
百
七
十
四
万
六
千

円
、
災
害
復
旧
費
県
補
助
金
が
千
五
百

九
十
八
万
五
千
円
増
え
た
の
に
対
し
、

中
学
校
施
設
整
備
寄
付
金
が
千
三
百
五

十
七
万
円
減
額
さ
れ
た
の
が
上
げ
ら
れ

ま
す
。

　
歳
出
で
目
だ
つ
も
の
は
、
保
健
衛
生

総
務
費
の
水
道
会
計
関
係
へ
の
繰
出
金

が
千
八
百
三
十
万
円
、
地
域
休
養
施
設

費
の
二
千
六
百
六
十
二
万
円
、
そ
れ
に

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費
が
二
千

五
百
八
十
八
万
二
千
円
増
額
さ
れ
た
こ

と
と
、
中
学
校
の
建
設
費
が
二
千
九
百

十
八
万
三
千
円
減
額
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

▽
五
十
七
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
第
四
号
）

　
収
入
の
水
道
事
業
収
益
を
百
四
十
九

万
六
千
円
、
支
出
の
水
道
事
業
費
用
を

七
十
二
万
五
千
円
増
や
し
た
こ
と
な
ど

で
す
。

▽
五
十
七
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

　
九
十
万
九
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
五
千
四
百

六
十
六
万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
減
が
四
百

万
円
あ
り
ま
す
。

条
例
の
改
正

▽
藤
巻
褒
賞
基
金
の
設
置
管
理
及
び
処

　
分
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
藤
巻
力
雄
医
師
の
寄
付
金
を
褒
賞
基

金
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
基
金
の
額
を
二
百
七
万
三
千

円
に
改
正
し
た
こ
と
な
ど
で
す
。

▽
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　
冬
期
集
落
保
安
要
員
の
月
額
を
改
正

し
ま
し
た
。

▽
災
害
弔
慰
金
の
支
給
及
び
災
害
援
護

　
資
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
題
名
を
「
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
」
に
改
め
た
ほ
か
、
災
害

障
害
見
舞
金
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

58年度の転作目標

若干緩和の109．7加

　このたび、新潟県知事から昭和

58年度水田利用再編対策転作等目

標面積と58年産米事前売渡申込限

度数量の配分の内示がありました。

　58年度は第2期対策の最終年度
に当たりますが、国は3年連続の
不作という実状と、これにより米

の政府在庫水準が低下し、若干の

在庫積増しを必要としていること

から転作等目標面積の軽減を行う

ことにしています。

　川西町への配分は次のとおりで
す。

◎配分数量　　（）内は57年度

・58年度転作等目標面積

　109．7んα　（121．8んα）

・58年産米事前売渡申込限度数量

　　　　　　　　　62，322俵

　　　　　　　　（60，626俵）

　内訳　うるち米　58，912俵

　　　　　　　　（57，216俵）

　　　　もち米　3，410俵
　　　　　　　　（　3，410俵）

◎町では、2月中旬ごろまでに部
落ごとの配分を行う予定です。

踊
勇
聾
ン
の
皆
さ
ん

ね’

2
距
ー
〈
ー
し
ー

　
D

奥
さ
ん
を
国
民
年
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
さ
せ
て
…
…

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
、
近
ご

ろ
奥
さ
ん
方
の
間
で
老
後
の
こ
と
、

特
に
年
金
に
つ
い
て
の
関
心
が
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　
結
婚
と
同
時
に
家
庭
に
入
り
、
家

族
の
中
心
と
し
て
働
き
、
そ
し
て
老

後
を
迎
え
る
・
・
…
．
。

　
長
年
に
わ
た
り
、
苦
労
を
と
も
に

し
て
き
た
奥
さ
ん
に
、
少
し
で
も
そ

の
働
き
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
に
も
「
国

民
年
金
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
奥
さ
ん
が
国
民
年
金
に
加
入
す
れ

ば
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
老
齢
年
金
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
豊
か
な
老
後

の
生
活
が
送
れ
ま
す
。
ま
た
、
ま
さ

か
の
と
き
の
保
障
も
得
ら
れ
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、
ご

主
人
が
厚
生
年
金
な
ど
に
加
入
し
て

い
た
期
間
（
任
意
加
入
で
き
た
期
間
）

が
老
齢
年
金
の
資
格
期
間
に
算
入
さ

れ
る
の
で
た
い
へ
ん
有
利
で
す
。

（
た
だ
し
年
金
額
の
計
算
に
は
含
ま

れ
ま
せ
ん
）

　
国
民
年
金
保
険
料
は
一
か
月
五
千

二
百
二
十
円
（
四
月
か
ら
は
五
千
八

百
三
十
円
）
。
よ
り
高
額
な
年
金
を

希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
付
加
保
険
料

一
か
月
四
百
円
を
合
わ
せ
て
納
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
納
め
た
保
険
料
は
す
べ

て
社
会
保
険
料
と
し
て
、
ご
主
人
の

所
得
税
の
控
除
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
、
日
ご

ろ
の
内
助
に
報
い
る
意
味
で
も
、
ぜ

ひ
奥
さ
ん
を
国
民
年
金
に
加
入
さ
せ

て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

／
r

）
●
・

　
￥
ノ
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将
来
展
望
の
上
で

事
業
を
選
定

町
長
根
津
正
三

　
昭
和
五
十
八
年
の
新
春
を
迎
え
、
皆
々
様
の
ご
健

康
と
ご
繁
栄
、
そ
し
て
限
り
な
い
お
幸
せ
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、

常
に
町
政
の
た
め
に
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
世
界
的
な
経
済
不
況
が
続
く
中
で
、
厳
し

い
新
年
度
国
家
財
政
の
政
府
案
が
決
定
し
ま
し
た
。

国
県
に
大
き
く
依
存
す
る
町
財
政
も
極
め
て
厳
し

く
多
端
で
す
。
そ
の
中
で
、
よ
り
多
く
の
皆
様
の
．
こ

要
望
に
応
え
る
よ
う
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

議
会
議
長

小

川

清

次

　
昭
和
五
十
八
年
の
輝
か
し
い
新
春
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
平
年
以
下
の
積
雪
で
た
い
へ
ん
し
の
ぎ

や
す
い
冬
で
し
た
。
ま
た
通
年
順
調
な
天
候
に
恵
ま

れ
、
川
西
町
で
は
冷
害
や
台
風
の
被
害
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、
収
穫
の
秋
の
気
候
は
ま
れ
に
見
る
晴
天
続
き

と
な
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
水
稲
を
は
じ
め
、
す
べ

て
の
作
物
が
豊
作
だ
っ
た
う
え
に
初
雪
も
前
年
よ
り

約
半
月
も
遅
く
、
天
候
に
は
ほ
ん
と
う
に
恵
ま
れ
た

年
で
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昨
年
も
ま
た
生
産
者
米
価
の
値

上
げ
は
思
う
に
任
せ
ず
、
す
べ
て
の
業
界
と
も
景
気

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
十
二
支
の
十
二
番
目
、
締
め
く
く
り
の
亥

年
で
す
。
川
西
町
の
亥
年
生
ま
れ
の
方
々
は
七
百
八

十
九
人
で
す
。
当
た
り
年
の
方
々
の
幸
せ
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　
暮
れ
に
行
っ
た
「
八
二
年
町
の
話
題
十
大
ニ
ュ
ー

ス
」
の
第
一
位
は
「
川
西
米
大
豊
作
・
上
位
等
級
米

率
県
下
＝
で
し
た
。
川
西
町
の
作
況
指
数
は
一
一

二
と
決
定
し
ま
し
た
。
中
魚
沼
の
平
均
が
一
〇
八
、

県
が
一
〇
四
、
国
が
九
七
で
し
た
。
葉
た
ば
こ
も
前

の
浮
揚
が
見
ら
れ
ず
、
実
に
容
易
な
ら
ざ
る
年
で
し

た
が
、
今
年
こ
そ
は
、
わ
ず
か
な
り
と
も
景
気
の
回

復
を
と
、
年
頭
に
あ
た
り
心
か
ら
念
じ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
十
一
月
末
に
は
、
鈴
木
内
閣
か
ら
中
曾
根
内

麗
雛
，
、

閣
へ
と
政
権
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
内
閣
が
代

わ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
世
界
的
の
不
況
の
中
で
日
本

の
経
済
が
急
に
好
転
す
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
に
お
く
す
る
こ
と
な
く
、
川
西
町
発
展
の

た
め
今
年
も
最
善
を
尽
く
し
、
町
政
運
営
の
「
チ
ェ

年
よ
り
面
積
が
減
り
ま
し
た
が
、
総
収
納
代
金
二
億

円
を
達
成
し
ま
し
た
。
穀
類
、
芋
類
な
ど
も
昨
年
は

大
豊
作
で
し
た
。
一
連
の
基
盤
整
備
や
生
産
組
織
が

軌
道
に
乗
っ
た
も
の
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　
五
十
八
年
度
は
、
町
総
合
開
発
計
画
第
四
次
五
か

年
計
画
を
策
定
す
る
年
で
す
。
大
き
な
転
換
の
時
代

に
入
り
、
町
発
展
の
た
め
有
益
な
事
業
を
重
点
的
に

進
め
る
た
め
に
は
、
経
費
を
で
き
る
だ
け
切
り
詰
め

て
お
い
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
臨
時
行

財
政
調
査
会
の
答
申
も
五
か
年
計
画
に
盛
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
お
互
い
に
が
ま
ん
し
、
痛
み
を
分

か
ち
合
っ
て
、
将
来
の
発
展
と
幸
せ
を
勝
ち
取
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
。

　
激
動
す
る
諸
情
勢
に
対
応
し
な
が
ら
、
役
場
職
員

一
同
心
を
合
わ
せ
て
、
町
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
添

う
よ
う
、
さ
ら
に
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
い
っ
そ
う
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ッ
ク
」
に
誤
り
な
き
を
期
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご
期

待
に
添
う
べ
く
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
川
西
町
は
、
近
隣
市
町
村
に
比
べ
農
政
面
は
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
教
育
、
道
路
、
治
山
治
水
は
も

と
よ
り
、
社
会
福
祉
や
保
育
施
設
な
ど
の
面
で
も
お

お
む
ね
充
実
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は

消
除
雪
対
策
を
は
じ
め
と
し
て
、
福
祉
、
安
全
対
策
、

青
少
年
の
健
全
育
成
、
そ
れ
か
ら
若
人
の
職
場
開
発

等
々
、
地
域
の
振
興
に
向
け
て
町
民
の
皆
様
の
総
意

を
傾
注
い
た
し
ま
し
て
、
ま
す
ま
す
町
の
発
展
を
願

う
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
年
も
川
西
町
各
地
域
の
実
情
を
把
握
し
、
調
和

の
と
れ
た
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
努
力
い
た
す
所

存
で
す
。
な
に
ぶ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
年
頭
に
あ
た
り
一
万
町
民
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

新
し
い
嘱
託
員

…
・
…
・
①

（
敬
称
略
）

【
千
手
地
区
】

○
中
島
町
．
佐
藤
茂
夫
、
○
山
野
田
・

清
水
利
孝
、
○
発
電
所
通
西
・
藤
田
宏

太
郎
、
○
発
電
所
通
東
・
関
周
一
、
○

永
久
公
舎
．
南
雲
秀
雄
、
○
栄
町
・
滝

沢
実
、
○
山
野
田
住
宅
・
北
村
英
也
、

○
朝
日
町
．
田
中
正
樹
、
〇
四
郎
兼
・

南
雲
春
芳
、
○
東
善
寺
・
丸
山
禮
、
○

上
町
．
真
明
正
人
、
○
中
央
町
・
星
名

秀
利
、
○
田
中
町
・
市
川
信
二
、
○
神

社
町
．
清
水
喜
作
、
○
学
校
町
・
小
海

三
郎
、
○
中
屋
敷
・
南
雲
利
夫
、
○
寺

尾
．
白
井
公
子
、
○
木
島
町
・
丸
山
正

作
、
○
沖
立
．
星
名
富
一
、
○
伊
友
・

星
名
富
一
、
○
高
原
田
・
村
山
勇
太
郎
、

○
坪
山
．
高
橋
哲
男
、
○
霜
条
・
星
名

昇
、
○
鶴
吉
・
田
村
守
平
、
○
木
島
公

舎
・
堀
隆
行

【
上
野
地
区
】

○
上
野
．
上
村
辰
栄
、
○
新
町
新
田
・

内
山
弥
太
郎
、
〇
三
領
・
高
橋
一
郎
、

○
小
根
岸
・
小
海
正
吉

【
橘
　
地
区
】

○
木
落
・
和
久
井
シ
ョ
ウ
、
○
寺
ケ
崎

．
藤
巻
敏
志
、
○
塩
辛
・
藤
巻
勇
作
、

○
仁
田
・
戸
田
久
仁
、
○
野
口
・
滋
野

正
治
、
○
原
田
・
丸
山
道
子
、
○
根
深

．
藤
田
富
雄
、
○
下
原
・
丸
山
優
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　昭和56年度の各会計の決算がま

とまりました。

　今回は、一般会計決算を紹介し

ます。いわば、1万町民の家計簿

ともいわれるものですから、その

概要だけでもおつかみいただけれ

ば幸いです。～算決計会般～56年度一

決
算
額
を
前
年
度
と
比
べ
る
と
、
歳
入
で

三
・
五
％
、
歳
出
で
は
二
・
六
％
伸
び
て
い

ま
す
。
前
年
度
、
前
々
年
度
と
マ
イ
ナ
ス
だ

っ
た
の
が
よ
う
や
く
プ
ラ
ス
に
転
じ
ま
し
た
。

　
歳
入
の
状
況
は
、
町
税
が
順
調
に
伸
び
、

自
主
財
源
の
構
成
比
は
二
二
・
五
％
で
前
年

度
よ
り
一
・
四
％
上
回
り
ま
し
た
。
歳
入
の

ト
ッ
プ
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
四
〇
・
六

％
で
す
。
県
支
出
金
の
伸
び
率
は
二
七
・
二

％
で
前
年
度
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
、
農
林
水
産
業
費
や
歴
史
民
俗
資
料

館
建
設
の
補
助
金
な
ど
の
増
に
よ
る
も
の
で

す
。
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
は
一
八
．
七
％

の
減
で
し
た
。

　
一
方
、
歳
出
で
は
、
人
件
費
の
伸
び
率
が

わ
ず
か
○
・
五
％
で
し
た
。
建
設
事
業
な
ど

へ
の
投
資
的
経
費
は
九
億
九
千
七
十
万
円
で

前
年
度
よ
り
五
千
八
百
五
十
八
万
円
の
減
で

地方交付税
　1，097，982珊

し
た
。
こ
れ
は
、
国
県
の
厳
し
い
財
政
事
情

や
公
共
事
業
の
抑
制
な
ど
が
反
映
し
た
も
の

で
す
。
前
年
度
対
比
四
〇
％
の
伸
び
率
を
示

し
た
農
林
水
産
業
費
は
新
農
構
事
業
や
東
京

電
力
関
係
、
融
雪
対
策
に
よ
る
増
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
災
害
復
旧
費
の
四
五
・
二
％
の

伸
び
は
五
六
豪
雪
に
よ
る
融
雪
災
害
の
復
旧

に
よ
る
も
の
で
す
。
伸
び
率
を
下
回
っ
た
も

の
に
は
教
育
費
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
教
育
費

で
は
前
年
度
の
千
手
小
建
設
費
が
大
き
か
っ

た
た
め
で
す
。
町
債
の
五
十
六
年
度
末
借
入

残
高
は
二
十
三
億
一
千
万
円
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
差
引
額
は
五
千
八
百
九
万
七
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。
経
費
の
節
減
に

努
め
た
結
果
と
し
て
評
価
さ
れ
る
も
の
で
す
。

臨
時
行
財
政
調
査
会
の
答
申
に
よ
る
も
の
は
、

こ
れ
か
ら
期
待
さ
れ
ま
す
。

県支出金
477，417柵

17．7形

40・6％　存財￥＼

　　依　　　源
　　　歳入

　
　
柵
彩

債
漂

　
　
つ
り
　
　

　
　
貿
　
　
　
柵

5
町
　
金
調
％

名
％
　
庫
出
8
1
α

7
　
　
国
　
1

　
　
鞭
鰯

税
叢
霧

　
　
獅
透

簸
鱗
響

各種交付金66，573柵　2．4彩

　　難惹

町民1人当たりの税金

町民税　　　13，457円電気税　　　　1，883円

固定資産税19，919円木材引取税　　　16円
軽自動車税　　724円特別土地保有税　37円
たばこ消費税2，507円合　計　　　38，543円

　垂毒撒
寧灘翼

　蝋　憲　禦華懸黙羅灘羅馨欝
　　　　　欄　　　　　素　　　簸i　謹鮒
舞麟羅

　　醒
舞灘i繍

謝

鱗
　
　
醗
纏
綴
糠
磁
黙
　
雛
欝
難
　
　
螺
鵬
鞭
欝
　
瀞
鑓
織
欄
饗
姐
轟

こ
ぼ
れ
話
第
三
集

今
月
末
に
刊
行

　
『
町
史
こ
ぼ
れ
話
』
の
第
三
集
が

よ
う
や
く
今
月
末
刊
行
と
な
り
ま
す
。

　
町
史
編
さ
ん
室
が
、
総
合
セ
ン
タ

ー
か
ら
、
伊
友
の
民
俗
資
料
館
へ
事

務
室
を
移
し
た
と
い
う
経
過
も
あ
っ

て
、
正
直
の
と
こ
ろ
町
史
編
さ
ん
の

事
務
も
遅
れ
、
関
連
し
て
、
こ
ぼ
れ

話
の
編
集
も
思
う
よ
う
に
進
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

　
昨
年
十
一
月
に
は
刊
行
す
る
と
約

束
し
て
い
た
も
の
が
、
二
か
月
遅
れ

で
よ
う
や
く
日
の
目
を
見
る
こ
と
に

な
っ
た
不
手
際
を
お
許
し
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
第
三
集
は
、

か
な
り
欲
ば
っ
た
内
容
を
も
っ
て
構

成
し
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
作
る
の
だ

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
2
れ
も
こ
れ
ヤ
毒
ン

に
挿
入
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
　
・

こ
と
が
逆
に
、
メ
ー
ン
テ
ー
マ
に
臨

鐸
灘
羅
漏
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

で
に
発
表
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
う
ず

も
れ
て
い
た
識
者
の
所
見
や
、
貴
重

な
資
料
を
、
多
く
の
方
々
に
お
目
ど

お
し
願
い
、
ま
た
、
そ
れ
ら
資
料
の

散
逸
を
防
ぎ
た
い
、
そ
ん
な
気
持
ち

か
ら
、
つ
い
無
理
を
す
る
結
果
に
な

っ
た
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
第
三
集
の
内
容
は
、
大
き

く
分
け
て
四
つ
の
部
門
で
飾
っ
て
み

ま
し
た
。
以
下
、
そ
の
ア
ゥ
ト
ラ
イ

ン
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

第
一
部
　
調
査
の
過
程
で

　
川
西
町
史
の
調
査
・
執
筆
分
担
が

決
定
し
た
こ
と
は
、
昨
年
五
月
号
で

お
知
ら
せ
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
調
査
専
門
委
員
や
特
別
執
筆

者
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
部
野
で
調
査
、
研
究
活
動
を
続
け

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の

過
程
で
発
見
し
た
新
事
実
、
あ
る
い

は
裏
付
け
資
料
の
提
供
呼
び
か
け
、

所
感
な
ど
を
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た

の
が
こ
の
部
門
で
す
。

　
町
の
自
然
や
民
俗
、
中
世
、
近
世

な
ど
十
二
名
の
方
々
か
ら
記
述
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
二
部
　
遺
稿
・
寄
稿
の
中
か
ら

　
こ
ぼ
れ
話
を
発
行
し
て
か
ら
、
大

鰍繍瀞撒㈱i購㈱難齢

尽大

囎難
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教育費　370・649千円1労働費　　557千円1

離纐辮器躍農林水産業費554，964千円i鱗薦購欝
史民俗資料館設計監理委託料5。。。ミ晴季異常豪雪対策事業鱈機械1叢灘灘難難，期，鰻

〉歴史民雛館建設鑑4欝繊騰董欝灘難，，簸麟禦撒

◇主な歳出◇・

45，463千円議会費

総務費　　　391，357千円

》中子用地購入費50，0001〉基金積

立金8，916》久保山用地購入費
22，019

民生費　　　306，548千円

1〉あかね会補助金20，621》なかま

の家福祉会補助金5，goo》国民年
金印紙購買基金繰出金9，000》・㊥

医療費扶助58，241

衛生費　　　162，428千円

》衛生施設組合負担金44，9901〉歯

科診会計繰出金23，071》簡易水道

会計繰出金21，500》水道事業会計

繰出金17，000》各種検診等委託料

6，168

N
N
§
§
§
．
蓑
・
，
モ
・
．
§
§
§
§
§
。
§
・
．
§
。
．
§
§
§
§
§
§
畠
．
§
。
．
§
§
§
§
§
。
§
●
．
§
．
．
§
§
．
X
N
§
§
§
’
．
§
・
．
§
マ
N
§
§
§
§
，
．
§
・
．
§
§
§
§
§
§
ー
．
§
’
．
§
§
§
§
§
§
．
§
●
．
§
§
§
§
§
§
．
§
●
．
§
§
§
§
§

農林水産業費554，964千円

＞春季異常豪雪対策事業除雪機械
等借料10，228》基盤整備事業補助

金5，000〉三領原農道整備工事

14，977》地域休養施設用地買収費

5，368》新農業構造改善事業補助

金130，944》農用地利用増進特別
対策事業補助金21，666》農用地高

度利用促進事業補助金5，9201》モ

デル道路整備工事19，829〉フラッ

シュ施設整備工事73，945》集落下

水道整備工事11，2881〉財政調整基

金積立金7，000》林道開設工事
28，160》作業道羽黒峰線舗装工事

7，9501〉杉苗代5，939

新
農
構
の
加
工
施
設

　　　灘
灘

商工費　　　　19，630千円

》地方産業育成資金貸付金8，000

消防費　　　　92，171千円

》広域消防費負担金88，274

§
§
。
。
§
§
§
§
§
§
●
§
●
．
§
§
§
§
§
箋
9
§
．
．
§
§
§
》
袋
§
§
。
§
。
．
§
§
§
§
§
§
●
．
§
9
，
§
§
§
§
§
§
●
．
§
’
．
§
§
§
》
袋
§
峯
。
．
§
・
．
§
§
§
§
§
§
。
．
§
。
．
§
§
§
§
§
冬
・
．
§
・
．
§
§
§
§
§
§
．
N
￥
’
．
§
§

歴
史
民
俗
資
料
館

土木費　　　256，015千円

1〉国県道工事費負担金20，478》道

路台帳作成5，730》町道補修等工
事7，885》道路改良工事33，744》

舗装工事31，805》改良舗装工事
18，000》補償料6，549》防雪対策

工事25，683》特改四種工事13，206

》小白倉砂防工事7，800

災害復旧費　136，328千円

》農地農業用施設83件70，792》公

共土木施設34件39，979

公債費　　　291，049千円

1〉元金145，381》利子145，668

諸支出金　　　18，650千円

》教員住宅譲受代金18，650

聲　　　　　　　　灘鰹醸灘灘齢　　　　　蝋　　購　　　響灘灘麩　　麟蟹i麟暴

触ぜ
い
の
皆
さ
ん
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な

面
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
参
考
資
料
の
寄
贈
や
長
文
を

し
た
た
め
た
玉
稿
を
寄
せ
て
く
れ
る

人
も
あ
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
う
し
た
中
か
ら
浦
和

市
在
住
の
登
坂
博
さ
ん
（
岩
瀬
出
身

・
“
岩
瀬
の
歳
時
記
”
）
と
中
屋
敷

の
山
賀
春
江
さ
ん
（
“
川
西
町
に
住

ん
で
、
思
い
出
の
草
花
”
）
を
掲
載

し
ま
し
た
。

　
遺
稿
は
、
赤
谷
出
身
の
高
僧
、
滝

谷
琢
宗
禅
師
の
書
か
れ
た
道
中
日
記

で
す
。
禅
師
が
現
小
国
町
か
ら
川
西

を
通
り
、
三
国
街
道
を
越
え
て
江
戸

駒
込
の
吉
祥
寺
ま
で
、
五
泊
六
日
の

旅
を
し
た
と
き
の
も
の
で
す
。

　
漢
文
調
の
た
め
、
現
代
風
に
解
文

し
た
と
は
い
っ
て
も
、
読
み
に
く
い

部
分
も
多
少
あ
り
ま
す
。
時
代
感
覚

を
忠
実
に
伝
え
る
配
慮
ゆ
え
で
あ
る

こ
と
を
お
含
み
お
き
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
遺
稿
は
、
中
仙
田
出

身
の
高
橋
幸
治
さ
ん
の
ご
好
意
に
よ

り
入
手
で
き
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て

お
き
ま
す
。

第
三
部
　
町
史
こ
ぼ
れ
話

　
第
一
集
で
も
こ
の
タ
イ
ト
ル
で
ご

覧
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

に
広
報
紙
ほ
か
各
種
新
聞
紙
上
な
ど

で
発
表
さ
れ
た
も
の
を
再
録
し
た
コ

ー
ナ
ー
で
す
。

　
例
え
ば
そ
の
い
く
つ
か
は
、

○
旅
か
せ
ぎ
の
い
ま
し
め

○
仙
田
村
小
前
騒
動

○
強
か
っ
た
幕
府
の
支
配
力

○
あ
こ
が
れ
の
江
戸
ゆ
き

〇
三
領
の
オ
ノ
コ
サ
マ
　
な
ど
、

　
な
お
、
こ
の
部
門
で
は
、
　
“
千
手

の
昔
物
語
”
　
（
田
中
町
出
身
・
故
小

野
塚
夘
吉
さ
ん
）
も
、
関
係
者
の
了

解
を
得
て
掲
載
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
秋
、

『
十
四
回
に
わ
た
り
十
日
町
新
聞
に
連

載
さ
れ
て
い
た
も
の
で
、
懐
か
し
い

容
が
、
豊
富
に
折
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
第
四
部
は
、
町
史
編
さ
ん

の
動
き
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
み

ま
し
た
。
町
史
の
具
体
的
な
内
容
と
、

そ
れ
を
記
述
し
て
く
だ
さ
る
方
々
の

名
前
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

1
お
知
ら
せ
と
お
願
い
ー

　
こ
ぼ
れ
話
第
三
集
は
一
冊
千
円
で
、

す
。
ご
希
望
の
方
は
、
近
日
中
に
嘱

託
員
を
通
じ
て
回
覧
さ
れ
る
申
し
込

み
用
紙
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
編
さ

ん
室
へ
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
っ

て
も
け
っ
こ
う
で
す
。
　
（
歴
史
民
俗

資
料
館
内
町
史
編
さ
ん
室
・
魯
八
－

二
一
一
二
、
有
線
三
〇
九
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
荷
継
場
の
あ
ら
そ
い
　
　
　
　
　
　
襯

。
会
津
戦
争
と
川
西
町
　
　
鞭

盤
鷺
郷
か
　
翻

○
千
手
の
む
か
し
　
　
　
　
　
　
　
　
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴛
饗
徽
瑞
和
尚
囎

話
や
記
憶
を
呼
び
戻
し
て
く
れ
る
内
雌
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70歳以上の方の医療

2月1日からは

で

　
が
施
行
さ
れ
、
七
十
歳
（
寝
た
き
り
の

　
人
は
六
十
五
歳
）
以
上
の
す
べ
て
の
お

　
年
寄
り
は
、
新
し
い
制
度
で
お
医
者
さ

　
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
現
在
、
ど
の
よ
う
な
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
て
も
、
医
療
保
険
に
加
入
し

　
て
い
る
人
は
み
ん
な
、
七
十
歳
（
寝
た

医
療
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
の
医
療
保

険
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
、
老
人
保
健
で

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
資
格
は
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
、
医
療
以
外
の
給
付
は
、
い
ま
ま
で

加
入
し
て
い
た
保
険
か
ら
支
払
わ
れ
ま

す
。

　
　
今
ま
で
無
料
だ
っ
た
医
療
費
も
一
部

負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　
老
人
保
健
法
の
内
容
を
か
い
つ
ま
ん

　
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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今
年
の
二
月
一
日
か
ら
老
人
保
健
法
．
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き
り
の
人
は
六
十
五
歳
）
を
過
ぎ
れ
ば
、
…
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「
健
や
か
な
老
後
」
と
は
、
人
間
だ

れ
し
も
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に
関

し
「
老
人
保
健
法
」
が
創
設
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
背
景
に
つ
い
て
記
載
し
て

み
ま
す
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
男
性
が
七

十
三
．
七
九
歳
、
女
性
が
七
十
九
・
一

三
歳
と
、
ど
ち
ら
も
史
上
の
記
録
を
書

き
換
え
て
お
り
、
や
が
て
は
八
十
歳
を

突
破
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
、
昭
和
八
十
年
ご
ろ

に
は
国
民
の
四
人
に
一
人
は
シ
ル
バ
ー

シ
ー
ト
に
す
わ
る
勘
定
に
な
り
ま
す
。

　
平
均
寿
命
が
伸
び
、
出
生
率
が
低
下

し
て
き
た
の
に
伴
い
、
老
人
保
健
に
つ

い
て
は
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
き
て
お

り
ま
す
。

　
一
般
に
、
人
口
構
成
と
し
て
、
零
歳

か
ら
十
四
歳
ま
で
の
就
学
年
齢
人
口
、

十
五
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま
で
の
生
産
年

国
の
財
政
は
も
と
よ
り
、
町
の
国
保
財

政
に
も
大
き
な
重
荷
と
な
っ
て
き
ま
す
。

し
か
も
、
問
題
は
医
療
費
の
こ
と
だ
け

で
な
く
、
老
人
扶
養
の
問
題
や
、
生
き

が
い
に
通
じ
る
老
人
の
仕
事
を
ど
う
求

め
て
い
く
か
と
い
う
問
題
も
出
て
き
ま

齢
人
口
、
そ
し
て
六
十
五
歳
以
上
の
老

齢
人
口
の
三
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
今

後
、
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
傾
向
に
あ

り
、
老
齢
人
口
が
急
速
に
上
昇
し
て
い

く
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
こ

と
は
老
人
医
療
費
が
ま
す
ま
す
増
え
、

『
〆
‘
牌
髪

す
。　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
特
に
北
欧
で
は
老
人

人
口
の
上
昇
度
は
八
十
年
か
ら
百
年
も

か
け
て
ゆ
っ
く
り
し
た
テ
ン
ポ
で
増
え

て
き
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
二
十
年
か

ら
一
二
十
年
と
い
う
短
期
間
で
急
ピ
ッ
チ

の
増
加
で
す
か
ら
、
間
題
は
大
き
く
な

る
わ
け
で
す
。
そ
れ
に
も
う
一
つ
大
事

な
こ
と
は
、
日
本
国
内
の
老
人
人
口
比

率
に
は
地
域
差
が
大
き
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
全
人
口
に
対
す
る
老
齢
人
口
比

は
、
国
で
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
新
潟

県
で
一
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
川
西
町

で
は
一
五
・
○
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。

老
人
保
健
制
度
は
、
壮
年
期
か
ら
の

総合的な

保
健
対
策
を
推
進
し
、
国
民

が
健
康
な
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
と
と
も
に
、
老
人
の
医
療
費
を
国

民
が
公
平
に
負
担
す
る
こ
と
を
主
な
ね

ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
の

　
　
　
　
　
か
　
か
　
り
方

　
七
十
歳
以
上
（
六
十
五
歳
以
上
の
寝

た
き
り
の
人
）
の
人
に
は
、
一
月
末
日

ま
で
に
健
康
手
帳
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
こ

の
「
健
康
手
帳
」
と
「
健
康
保
険
証
」

を
受
付
窓
口
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
こ
れ
は
「
健
康
手
帳
」
に
よ
っ
て
受

診
資
格
を
、
ま
た
「
保
険
証
」
に
よ
っ

て
ど
の
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
で
す
。

　
　
自
己
負
担
が

　
　
　
　
　
あ
　
り
　
ま
　
す

　
お
年
寄
り
に
健
康
へ
の
自
覚
と
適
切

な
受
診
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
医

療
費
は
国
民
み
ん
な
が
公
平
に
負
担
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
は
医

療
を
受
け
る
際
に
、
お
年
寄
り
に
も
無

理
の
な
い
範
囲
で
一
部
負
担
金
を
支
払

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

●
通
院
の
場
合

　
同
一
の
医
療
機
関
に
つ
い
て
一
か
月

（
暦
日
）
四
百
円
で
す
。
そ
の
月
の
最

初
の
診
療
日
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

●
入
院
の
場
合

　
一
旦
二
百
円
で
す
。
二
か
月
間
支
払

い
ま
す
。
二
か
月
（
被
保
険
者
本
人
の

場
合
は
五
十
日
）
を
超
え
た
分
は
支
払

う
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
再
入
院
の
場

合
は
そ
の
日
か
ら
二
か
月
間
一
部
負
担

金
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
老
人
保
健
の

　
　
　
　
窓
ロ
は
役
場

　
老
人
保
健
で
は
、
老
人
の
医
療
に
つ

い
て
の
取
り
扱
い
は
、
す
べ
て
市
町
村

で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

川
西
町
で
は
健
康
管
理
室
で
取
り
扱

い
ま
す
。

保
健
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
対
象
は
四
十
歳
以
上

　
健
康
な
老
後
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

壮
年
か
ら
の
健
康
管
理
が
た
い
せ
つ
で

す
。
老
人
保
健
法
で
は
老
人
の
医
療
だ

け
で
な
く
、
四
十
歳
以
上
の
方
々
を
対

象
と
し
て
、
健
康
づ
く
り
や
成
人
病
の

予
防
な
ど
の
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま

す
。
次
の
よ
う
な
保
健
事
業
が
あ
り
ま

す
。①

健
康
手
帳
の
交
付

　
老
人
医
療
の
給
付
対
象
と
な
る
方
と
、

希
望
さ
れ
る
方
に
交
付
し
ま
す
。
医
療

と
日
常
の
健
康
管
理
に
役
立
た
せ
て
く

だ
さ
い
。

②
健
康
教
育

　
保
健
学
級
な
ど
に
よ
っ
て
健
康
教
育

を
行
い
、
正
し
い
知
識
を
広
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

③
健
康
相
談

　
心
身
の
健
康
に
関
し
、
個
別
に
い
ろ

い
ろ
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
、
助

言
を
行
い
ま
す
。

④
健
康
診
査

　
循
環
器
と
ガ
ン
を
中
心
に
、
年
一
回

の
健
康
診
査
を
行
い
ま
す
。

⑤
機
能
訓
練

　
脳
卒
中
な
ど
の
後
遺
症
で
、
体
の
不

自
由
な
方
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

⑥
訪
問
指
導

　
寝
た
き
り
の
方
な
ど
に
対
し
、
保
健

婦
な
ど
が
訪
問
指
導
を
し
ま
す
。
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　良さん

」
〈云雲　

　
　
　
　
　
南

「

寺尾

じ

ニ

i賞状と盾の伝達
　

i　は町長が行いま
こ

i　した（12／23）
：
ムー甲一。。＿。一一甲。。寧一一一甲一一一一。一一一。

　この文は、南雲さんが昭和57年度毎日

農業記録賞（毎日新聞社・富民協会主催）

に応募され、新潟地区入選をされた作品

の概要を、ご本人からお書きいただいた
ものです。

　
は
る
か
な
ブ
ナ
林
の
間
に
お
寺
の
屋
根
が
ち
ょ
っ

と
見
え
て
、
稲
か
け
用
の
タ
モ
の
木
が
並
び
、
大
小

取
り
混
ぜ
た
田
が
曲
り
く
ね
っ
た
細
い
道
に
な
だ
ら

か
に
続
い
て
い
た
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
昭
和
四
十
六
年
に
段
丘
の
地
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ

場
整
備
が
着
ヱ
さ
れ
、
四
十
八
年
に
第
二
次
農
業
構

造
改
善
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
農
地
は
一
変
し
、

一
枚
三
十
ア
ー
ル
の
田
に
機
械
植
え
さ
れ
た
稚
苗
が

す
っ
ぽ
り
冠
水
し
た
姿
は
、
こ
れ
か
ら
の
管
理
の
不

安
を
ひ
し
ひ
し
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　
新
し
い
米
作
り
を
担
う
主
婦
と
し
て
勉
強
の
必
要

さ
を
感
じ
た
り
、
農
協
店
舗
で
も
町
の
店
で
も
季
節

に
関
係
な
く
野
菜
が
並
び
、
パ
ー
ト
で
働
い
て
で
き

あ
い
の
も
の
を
買
っ
て
…
…
と
い
っ
た
農
家
の
風
景

を
見
て
、
農
村
の
よ
さ
は
ど
こ
へ
・
．
．
．
．
・
と
私
は
も
や

も
や
し
た
も
の
を
い
っ
ぱ
い
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
と
き
、
県
農
産
普
及
課
認
定
の
農
村
地

域
婦
人
リ
ー
ダ
ー
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
あ
り
方
を
学
び
、
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
勇
気
の
よ
う
な
、
ま
た
責
任
の
よ
う
な

も
の
を
強
く
感
じ
た
私
は
、
と
に
か
く
仲
間
を
作
ろ

う
、
土
に
親
し
む
グ
ル
L
フ
を
！
　
と
い
ま
ま
で
の

す
べ
て
の
経
験
を
も
と
に
考
え
続
け
ま
し
た
。

　
日
本
で
も
有
数
の
豪
雪
地
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

か
、
老
人
自
殺
の
多
い
こ
の
町
。
関
係
者
は
ど
う
し

た
も
の
か
と
嘆
い
た
も
の
で
し
た
。
そ
こ
で
、
土
を

大
事
に
し
な
が
ら
、
老
人
の
た
め
に
何
か
役
立
つ
生

産
と
福
祉
の
両
面
を
抱
い
た
グ
ル
ー
プ
を
と
決
心
し

ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
普
及
所
の
方
に
相
談
し
力
強
い

励
ま
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
農
協
、
普
及
所
、
役

場
の
指
導
も
適
切
で
前
向
き
に
進
ん
で
こ
れ
ま
し
た
。

呼
び
か
け
に
同
意
し
て
く
れ
た
仲
間
が
集
ま
り
、
　
「

ひ
ま
わ
り
会
」
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
五
十
年
の
こ

と
で
し
た
。

　
お
り
も
お
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
か
ら
「

花
作
り
を
や
り
た
い
が
畑
を
貸
し
て
く
れ
ま
い
か
」

と
い
う
申
し
込
み
が
あ
り
、
　
「
い
っ
し
ょ
に
や
り
ま

し
ょ
う
、
私
ど
も
も
お
手
伝
い
し
ま
す
」
と
こ
こ
に

老
人
も
含
め
た
混
成
チ
ー
ム
の
誕
生
で
す
。

　
幼
稚
園
の
大
時
計
の
よ
く
見
え
る
荒
地
を
耕
し
、

農
協
、
普
及
所
の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
農
協

に
出
荷
で
き
る
白
ウ
リ
、
ナ
ス
を
中
心
に
作
付
け
ま

し
た
。
　
「
畑
の
あ
る
日
は
朝
起
き
る
の
が
楽
し
み
だ
」

と
い
う
お
ば
あ
さ
ん
。
　
「
こ
の
年
に
な
っ
て
も
必
要

と
さ
れ
て
声
が
か
か
る
」
と
喜
ぶ
お
ば
あ
さ
ん
。
私

た
ち
は
、
季
節
の
野
菜
の
手
入
れ
や
稲
の
管
理
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
何
か
を
つ

か
ん
だ
よ
う
で
す
。

　
秋
の
だ
い
こ
ん
ま
き
が
終
わ
り
、
一
段
落
し
た
こ

ろ
、
精
神
薄
弱
者
更
生
施
設
「
な
か
ま
の
家
」
か
ら
、

よ
し
ず
を
作
る
材
料
に
な
る
よ
し
刈
り
が
人
手
不
足

だ
と
い
う
こ
と
で
応
援
を
頼
ま
れ
、
全
員
で
参
加
し

ま
し
た
。
汗
を
ふ
き
ふ
き
の
作
業
で
し
た
が
、
よ
し

束
の
山
を
見
て
、
は
じ
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

こ
と
を
し
た
満
足
感
で
帰
途
に
つ
く
の
で
し
た
。
雪

道
を
慰
問
が
て
ら
訪
れ
て
の
よ
し
の
皮
む
き
な
ど
、

よ
し
刈
り
と
と
も
に
五
、
六
年
続
け
て
い
ま
す
。

　
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
の
、
長
い
雪
の
冬
を
過
ご
す
悩

み
を
聞
き
、
編
物
、
文
化
し
し
ゅ
う
を
計
画
し
、
い

っ
し
ょ
に
や
り
ま
し
た
。
年
金
を
文
化
し
し
ゅ
う
な

ど
に
生
か
し
た
い
と
い
う
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
。
力
強

く
生
き
て
こ
ら
れ
た
お
ば
あ
さ
ん
た
ち
の
現
在
は
、

年
金
な
ど
で
物
質
的
に
は
恵
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
人

と
人
と
の
触
れ
合
い
が
何
よ
り
う
れ
し
い
ら
し
く
、

そ
の
姿
に
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
さ
さ
や
か
な
が
ら
お
年
寄
り
と
と
も
に
歩
む
よ
さ

を
農
協
の
普
及
員
さ
ん
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

　
「
年
寄
り
の
笑
顔
」
と
題
し
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
ま
し

た
。

　
秋
の
だ
い
こ
ん
の
出
荷
が
終
わ
る
と
作
業
も
終
わ

り
で
す
。
取
れ
た
だ
い
こ
ん
で
「
お
で
ん
」
、
あ
ず

き
で
「
お
汁
粉
」
と
い
う
さ
さ
や
か
な
収
穫
祭
で
す

が
、
　
「
な
か
ま
の
家
」
の
人
た
ち
全
員
を
お
招
き
し

て
、
お
互
い
に
か
く
し
芸
を
出
し
合
い
な
が
ら
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
野
菜
の
出
荷

の
残
り
を
漬
け
て
お
き
、
福
神
漬
を
作
っ
て
町
中
の

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
に
お
配
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
ん
な
年
中
行
事
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
が
、
町

か
ら
認
め
て
い
た
だ
き
、
五
十
五
年
に
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
大
地
に
触
れ
る
喜
び
を
か
み
し
め
な
が
ら
、

農
村
な
ら
で
は
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
ば
あ
さ
ん
た
ち

を
含
め
た
グ
ル
ー
プ
活
動
は
、
こ
れ
か
ら
も
さ
さ
や

か
に
歩
み
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
転
作
の
あ
り
方
を
考
え
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
生

活
改
善
グ
ル
ー
プ
と
い
う
こ
と
で
、
転
作
組
合
か
ら

「
集
団
転
作
の
婦
人
部
の
中
心
に
な
っ
て
も
ら
え
な

い
か
」
と
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
織
物
の
不
況
で
主
婦

の
大
事
な
出
機
も
整
理
さ
れ
て
い
く
現
状
に
、
主
婦

が
土
に
親
し
む
よ
い
機
会
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、

手
を
取
り
合
っ
て
一
つ
の
事
に
取
り
組
み
、
む
つ
み

合
い
の
場
に
そ
れ
も
土
を
生
か
し
た
生
産
に
！
　
と

農
協
婦
人
部
の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
三
十
ア
ー
ル
の

転
作
計
画
が
で
き
ま
し
た
。
カ
ボ
チ
ャ
、
枝
豆
、
ス

イ
カ
、
メ
ロ
ン
、
秋
に
は
野
沢
菜
で
締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。
力
を
合
わ
せ
た
成
果
も
認
め
合
い
ま
し
た
。

　
関
係
者
の
ご
努
力
に
よ
っ
て
木
の
香
も
か
ぐ
わ
し

い
中
屋
敷
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
が
五
十
七
年
に
で
き

ま
し
た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
、
集

団
転
作
に
取
り
組
ん
だ
若
い
お
母
さ
ん
方
を
軸
と
し

た
グ
ル
ー
プ
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
て
、
私
な
り
の
夢
、

農
産
物
加
工
な
ど
を
自
分
の
手
で
と
目
覚
め
た
農
村

主
婦
た
ち
の
場
所
と
し
て
、
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
玄

関
に
「
農
村
婦
人
の
家
」
の
看
板
が
か
か
げ
ら
れ
た

ら
と
、
音
も
な
く
雪
の
降
り
出
し
た
窓
辺
で
考
え
続

け
て
お
り
ま
す
。
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　今回は、新年を迎え、今年も京

都で走ろうと張り切っている十日

町高校駅伝トリオに焦点。

全
国
の
レ
ベ
ル
ひ
し
ひ
し
と

丸

山
　
道
　
弘
君

　
　
（
2
年
　
高
原
田
）

　
全
国
高
校
駅
伝
大
会
に
二
十
二
年
ぶ

り
に
十
日
町
高
が
出
場
し
ま
し
た
が
、

県
大
会
で
は
ま
さ
か
優
勝
す
る
と
は
、

と
い
う
感
じ
で
し
た
。
監
督
も
3
位
を

ね
ら
っ
て
い
た
よ
う
で
し
た
。
で
も
、

僕
ら
の
中
に
は
、
も
し
か
し
た
ら
と
い

う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
優

勝
候
補
を
破
り
1
位
で
し
た
。
そ
し
て

北
信
越
を
経
て
の
全
国
大
会
で
し
た
。

　
順
天
堂
大
学
で
の
合
宿
を
こ
な
し
大

会
に
臨
み
ま
し
た
。
み
ん
な
は
県
大
会

が
タ
ナ
ボ
タ
式
の
優
勝
で
は
な
い
こ
と

を
証
明
す
る
た
め
に
、
県
大
会
の
記
録

を
少
し
で
も
縮
め
る
こ
と
が
目
標
で
し

た
。

　
自
分
の
区
間
の
目
標
タ
イ
ム
に
向
か

っ
て
努
力
し
、
結
果
は
県
大
会
の
タ
イ

ム
を
1
分
1
秒
破
り
2
時
間
1
8
分
1
秒

で
41
位
で
し
た
。

　
全
国
大
会
で
感
じ
た
こ
と
は
、
北
信

越
と
全
国
の
レ
ベ
ル
の
差
で
し
た
。
僕

は
全
国
大
会
で
は
走
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
け
ど
、
全
国
の
レ
ベ
ル
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
の
が
い
ち
ば
ん
の
収

穫
で
し
た
。

　
今
年
も
全
国
大
会
に
出
場
で
き
る
よ

う
に
努
力
し
ま
す
。

　
昨
年
の
十
月
三
十
日
、
秋
晴
れ
の
新
発
田
市

郊
外
で
行
わ
れ
た
県
の
高
校
駅
伝
で
、
十
日
町

高
校
が
2
時
問
19
分
02
秒
の
タ
イ
ム
で
優
勝
し
、

全
国
大
会
へ
の
出
場
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

　
全
国
大
会
は
、
十
二
月
二
十
六
日
に
雨
の
降

り
し
き
る
京
都
市
内
の
4
2
・
1
9
5
キ
ロ

（
七
区
間
）
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
十
日
町
高
校
は

2
時
間
18
分
01
秒
で
41
位
に
な
り
ま
し
た
。

　
十
日
町
高
校
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
の
中
に
、

前
の
選
手
を
越
そ
う
と
懸
命

川
西
健
児
　
ー
高
校
駅
伝
ー

都
大
路
を
ひ
た
走
り

川
西
中
学
校
出
身
者
が
三
人
入
っ
て
い
ま
す
。

小
林
君
は
三
区
8
・
1
0
7
5
キ
ロ
、
市
川
君

は
七
区
5
キ
ロ
を
走
り
ま
し
た
。
丸
山
君
は
残

念
な
が
ら
出
場
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
三
人
は
ス
キ
ー
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
選

手
で
、
京
都
か
ら
帰
っ
て
く
る
な
り
合
宿
に
入

り
、
津
南
の
妙
法
牧
場
に
出
か
け
て
し
ま
っ
た

の
で
、
感
想
は
元
日
に
や
っ
と
お
会
い
し
、
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

／1￥

林
　
俊
　
久
君

　
　
（
－
年
　
　
中
島
町
）

　
県
大
会
で
優
勝
し
、
う
れ
し
く
て
う

れ
し
く
て
た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
そ
の
後
こ
れ
か
ら
は
全
国
大
会
で

走
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
県
の
代
表
と
し
て

今
年
も
京
都
を
目
ざ
す

市

∫

敦
君

（
1
年
　
　
中
屋
敷
）

　
全
国
大
会
へ
の
正
選
手
選
考
で
は
、

ず
い
ぶ
ん
苦
労
し
ま
し
た
。
二
十
二
日

に
京
都
へ
行
く
ま
で
体
調
を
崩
し
た
り
、

ひ
ざ
を
痛
め
た
り
、
自
分
の
健
康
管
理

の
ま
ず
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

り
っ
ぱ
に
走
っ
て
責
任
を
果
た
さ
ね
ば
、

と
そ
れ
か
ら
必
死
に
練
習
を
し
ま
し
た
。

人
間
窮
地
に
立
た
さ
れ
る
と
必
死
に
や

る
よ
う
に
、
記
録
も
い
つ
も
の
コ
ー
ス

で
30
秒
く
ら
い
速
く
走
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
千
葉
の
順
天
堂
大
学
で
合

宿
に
入
り
、
順
大
の
駅
伝
部
の
人
た
ち

の
胸
を
借
り
て
練
習
を
し
ま
し
た
。
タ

イ
ム
も
10
キ
ロ
で
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
出

せ
、
調
子
も
上
り
ぎ
み
で
合
宿
を
終
え
、

一
時
は
、
正
選
手
か
ら
外
さ
れ
て
し
ま

い
そ
う
だ
と
、
あ
き
ら
め
か
け
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
辛

抱
し
た
こ
と
は
、
自
分
に
大
い
に
プ
ラ

ス
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
全
国
大
会
で
は
七
区
の
ア
ン
カ
ー
を

走
り
ま
し
た
。
感
想
を
一
言
で
い
う
と
、

思
っ
て
い
た
以
上
に
厳
し
か
っ
た
で
す
。

自
分
個
人
の
記
録
も
前
々
日
の
試
走
よ

三
日
前
に
京
都
へ
入
り
調
整
と
試
走
を

し
ま
し
た
。

　
当
日
二
十
六
日
は
雨
が
降
り
寒
い
日

で
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
を
し
、
三
区
に
た
す
き
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。
走
っ
て
い
た
と
き
の

こ
と
は
あ
ま
り
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
前

の
選
手
を
追
い
越
そ
う
と
、
そ
れ
ば
か

り
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
今
年
も
ま
た
京
都
へ
行
き
、
今
回
よ

り
も
よ
い
成
績
を
出
し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

り
7
秒
く
ら
い
遅
か
っ
た
し
、
順
位
も

か
な
り
悪
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
よ

り
も
精
神
面
で
の
厳
し
さ
と
い
う
も
の

を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
抜
か
れ
た

ら
絶
対
に
離
さ
れ
る
な
、
こ
の
精
神
を

貫
く
こ
と
の
難
し
さ
を
体
験
し
て
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
遠
征
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
プ

ラ
ス
に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　
も
ろ
い
精
神
を
克
服
し
、
今
年
も
京

都
を
目
ざ
し
ま
す
。
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助
産
婦
さ
ん
の
献
身
に
感
激

母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
に
て

高
原
田
大
塚
千
恵
子

　
「
オ
ギ
ャ
ー
」
と
力
強
い
泣
き
声
と

と
も
に
「
女
の
子
で
す
よ
」
と
教
え
ら

れ
る
。
　
「
エ
ッ
、
ウ
ッ
ソ
ー
、
ホ
ン
ト

ウ
ρ
」
と
い
う
や
い
な
や
、
私
は
赤
ち

ゃ
ん
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
大
声
で
「
ワ

ァ
ー
ツ
」
と
泣
き
出
し
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
、
な
ん
と
も
に
ぎ
や
か
な
町

立
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で
の
愛
児
出
産

は
め
で
た
く
終
わ
っ
た
。
私
は
三
十
も

半
ば
に
な
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
も
女

の
子
が
欲
し
い
と
願
い
を
込
め
て
出
産

す
く
す
く
育
つ
「
有
沙
」
ち
ゃ
ん

さ
ん

に
挑
戦
し
た
の
だ
っ
た
。

　
上
の
子
二
人
は
、
病
院
で
お
医
者
さ

ん
の
手
を
わ
ず
ら
わ
せ
て
の
分
娩
だ
っ

た
が
、
自
然
分
娩
だ
け
で
、
と
い
う
セ

ン
タ
ー
で
、
人
一
倍
大
げ
さ
な
私
は
、

ま
だ
予
定
日
一
か
月
前
か
ら
、
　
「
ち
ょ

っ
と
変
よ
」
　
「
少
し
痛
い
」
　
「
生
ま
れ

そ
う
よ
」
と
騒
ぎ
た
て
て
、
毎
日
助
産

婦
さ
ん
が
心
配
し
て
電
話
を
下
さ
っ
た

り
、
全
面
的
に
ご
迷
惑
を
か
け
た
が
、

結
局
予
定
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
出
産
だ

　
　
　
っ
た
。

　
　
　
　
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
助
産
婦
さ

ん
は
、
産
婆
さ
ん
と
い
う
言
葉

が
ぴ
っ
た
り
の
人
た
ち
が
四
人
。

若
い
こ
ろ
か
ら
も
う
な
ん
千
人

も
の
赤
ち
ゃ
ん
を
取
り
上
げ
た

超
ベ
テ
ラ
ン
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
れ
な
の
に
、
最
近
セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
が
た
い
へ
ん
少
な
く

な
っ
て
い
る
と
い
う
。
私
も
以

前
は
、
心
細
い
と
思
っ
た
も
の

だ
が
、
今
回
セ
ン
タ
ー
で
の
自

然
分
娩
を
体
験
し
て
、
こ
ん
な

に
つ
き
っ
き
り
で
み
て
く
れ
て
、

こ
ん
な
に
自
信
を
も
っ
て
指
導

し
て
く
れ
て
、
産
婦
に
安
心
イ

静かな環境の母子健康センター

コ
ー
ル
安
産
と
い
う
最
大
な
も
の
を
与

え
て
く
れ
た
助
産
婦
さ
ん
に
、
す
っ
か

り
感
激
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
も
う
す
ぐ
七
十
歳
に
な
る
と
い
う
主

任
助
産
婦
さ
ん
は
、
先
日
厚
生
大
臣
表

彰
を
受
け
ら
れ
、
毎
日
バ
イ
ク
で
妊
婦

訪
問
や
産
後
訪
問
に
ま
す
ま
す
元
気
で

飛
び
回
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
働
く
助
産

婦
さ
ん
た
ち
に
は
、
　
「
老
い
」
と
い
う

言
葉
は
無
縁
の
よ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な

ら
、
こ
の
人
た
ち
に
と
っ
て
産
婆
と
い

う
仕
事
が
心
の
栄
養
剤
に
な
っ
て
い
る

の
だ
か
ら
…
…
。

　
多
く
の
人
の
喜
び
を
、
自
分
の
喜
び

と
し
て
献
身
さ
れ
て
い
る
助
産
婦
さ
ん

に
、
娘
の
誕
生
の
喜
び
を
感
謝
に
代
え

て
、
心
か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

　
日
一
日
と
か
わ
い
く
な
っ
て
い
く
娘

を
見
な
が
ら
、
私
は
今
ル
ン
ル
ン
気
分

の
毎
日
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
の

盈
ψ
愚
鷹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧
蔭
“
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
じ
ロ

盤
雛
慈
．
黄
の
萄
螺
窮
豪
滋
属
勘
勲
マ

彫
塑
ー
子
供
を
専
門
に

　
　
上
野
根
津
敬
一
郎
さ
ん

　
根
津
さ
ん
は
、
十
日
町
市
立
東
小

学
校
の
先
生
で
あ
る
。

　
昨
年
の
十
日
町
市
展
に
「
少
女
」

　
　
　
せ
っ
こ
う

と
い
う
石
膏
の
像
を
出
品
し
、
彫
塑

の
部
の
市
展
賞
に
輝
か
れ
た
。

　
彫
塑
と
は
、
彫
刻
あ
る
い
は
原
型

に
よ
り
粘
土
や
石
膏
で
像
を
作
る
こ

と
で
あ
る
。

　
　
「
彫
塑
は
作
る
人
が
少
な
く
、
出

品
数
も
少
な
い
ん
で
す
ヨ
」

モ
デ
ル
の
真
樹
子
ち
ゃ
ん
と

　
五
年
ほ
ど
向
か
っ
て
い
な
か
っ
た

そ
う
だ
が
、
見
附
市
か
ら
昨
年
戻
っ

て
き
た
の
で
ま
た
始
め
た
と
の
こ
と
。

　
「
散
ら
か
る
仕
事
で
す
か
ら
ね
エ
」

　
六
年
ほ
ど
前
に
も
彫
塑
で
市
長
賞

を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。
県
展
に
も
彫

塑
や
洋
画
を
出
品
し
、
た
び
た
び
入

選
し
て
お
い
で
だ
。

　
彫
塑
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
教

員
に
な
っ
て
か
ら
と
の
こ
と
。

　
「
子
供
た
ち
に
図
工
を
指
導
す
る

に
は
理
論
だ
け
で
は
だ
め
で
す
か
ら

ね
エ
。
自
分
で
作
っ
て
み
て
、
そ
れ

か
ら
教
え
る
こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
」

　
「
少
女
」
は
昨
年
の
夏
休
み
に
制

作
し
た
そ
う
で
、
粘
土
で
原
型
を
作

り
、
石
膏
で
型
を
取
り
、
そ
れ
に
ま

た
石
膏
を
流
し
込
み
、
着
色
し
て
仕

上
げ
て
い
る
。

　
「
モ
デ
ル
は
娘
（
写
真
の
）
で
す

ヨ
。
そ
れ
を
小
学
生
く
ら
い
の
感
じ

に
し
た
も
の
で
す
」

　
真
樹
子
ち
ゃ
ん
は
三
歳
で
あ
る
。

　
「
ほ
ほ
と
目
と
お
で
こ
に
気
を
配

っ
て
い
ま
す
。
削
っ
た
り
、
石
膏
を

な
ん
回
も
く
っ
つ
け
た
り
し
ま
し
た
」

　
お
子
さ
ん
が
で
き
て
か
ら
は
モ
デ

ル
に
は
不
自
由
し
な
い
と
の
こ
と
。

　
「
彫
塑
や
洋
画
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
ま
す
が
、
人
物
、
特
に
子

供
を
専
門
に
や
り
た
い
で
す
。
お
遊

び
の
域
を
出
ま
せ
ん
が
ね
エ
」
。
と

け
ん
そ
ん
さ
れ
た
。
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年
度
の

農
業
標
準
賃
金

　
川
西
町
農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
た

び
昭
和
五
十
八
年
度
の
町
の
農
業
標
準

賃
金
を
決
め
ま
し
た
。

◆
男
子
（
一
日
）
五
、
四
〇
〇
円

◆
女
子
（
一
日
）
四
、
七
〇
〇
円

　
実
施
期
日
は
四
月
一
日
か
ら
で
す
。

　
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
標
準
賃
金
で

す
の
で
、
地
区
の
実
情
な
ど
に
よ
り
変

更
も
あ
り
ま
す
。

十
日
町
高
校

　
定
時
制
中
心
校
が

　
　
生
徒
募
集

▽
募
集
人
員
　
普
通
科
一
学
年
四
十
人

▽
願
書
受
付
　
二
月
一
日
（
火
）
か
ら

二
月
八
日
（
火
）
の
正
午
ま
で

▽
出
願
手
続
　
入
学
願
書
、
受
験
票
、

　
調
査
書
、
入
学
考
査
料
（
三
百
五
十

円
）
を
在
学
（
出
身
）
中
学
校
長
を

　
経
て
、
十
日
町
高
等
学
校
長
へ
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
入
学
試
験
日
　
三
月
十
六
日
（
水
）

▽
学
力
検
査
の
教
科
　
国
語
、
社
会
、

　
数
学
、
理
科
、
英
語
の
五
教
科

※
詳
し
く
は
、
十
日
町
高
等
学
校
定
時

制
中
心
校
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
費
〇
二
五
七
五
－
二
ー
三
五
七
五
）

一停電み。うビ
●1月26日（水）／午前9時30分から

　午後0時30分まで、山野田の一部・
　発電所通りの一部・中島町の一部．

●2月2日（水）／午前9時から午後

　1時まで、高原田の一部・上野・下
平新田．

●2月8日（火）／午前9時30分から
　午後0時30分まで、中仙田の一部・
　赤谷・岩瀬・大倉・大白倉・小白倉．

　　建
目物
い丘
　　ノペ

黛済
ぱ

い
の
。一鵡

』
加
入
を

町
の
農
業
共
済
で
実
施
し
て
い
る
建
物
共
済
は
、
町
の
ほ
と
ん
ど
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
加
入
い
た
だ
き
、
百
二
十
億
円
の
実
績
に
基
づ
い
て
、
万
一
の
火
災
に

備
え
て
お
り
ま
す
。

　
別
表
で
も
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
火
災
の
発
生
は
、
十
二
月
か
ら
三
月
ま
で

の
冬
期
間
が
半
数
以
上
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
以
前
か
ら
こ

の
時
期
に
建
物
共
済
の
加
入
推
進
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

短
期
共
済
の

　
有
利
性
を
生
か
し
て

長
引
く
不
況
で
、
ど
こ
の
家
庭
で
も

最近の建物共済事故発生状況

　　　　　（自然災害を除く農業共済取扱分）

厳
し
い
家
計
の
や
り
く
り
に
追
わ
れ
て

い
る
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。
こ
ん
な
と

き
、
多
額
の
掛
金
を
支
払
う
長
期
の
保

険
よ
り
も
、
一
年
ご
と
の
短
期
共
済
は
、

発生年 月 損害状況 部落 発生原　因
S　48 4 全　　焼 伊　友 豆炭コタツ不始末

〃

9 部　　分 鶴　吉 石油ストーブ不注意

49 7
〃 中仙田 落　　　　　　　　雷

50 3
〃 室　島 石油風呂釜不注意

〃

4 全　　焼 野　口 石油風呂釜不注意
〃 9 部　　分 霜　条 た　ば　こ　不始末
〃

9
〃 、仁　田 落　　　　　　　　雷

52 1
〃 山野田 自動車の飛び込み

53 2 全　　焼 根　深 石油ストーブ不注意
〃 2

〃 〃 類　　　　　　　焼
〃 10 部　　分 霜　条 た　ば　こ　不始末

54 1
〃 三　領 豆　炭　不　始　末

〃

3 全　　焼 学校町 石油ストーブ不注意

55 3 部　　分 野　口 プロパンガス爆発
〃 12 〃 中仙田 油　鍋　の　過　熱
〃 12 全　　焼 原　田 豆炭コタツの過熱
56 5

〃 上　野 プロパンガス不注意

わ
ず
か
の
掛
金
で
高
額
の
補
償
が
つ
く

有
利
な
方
法
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

　
経
済
変
動
の
激
し
い
社
会
で
は
、
二

十
年
、
三
十
年
後
の
満
期
金
よ
り
、
今

日
、
明
日
を
支
え
る
建
物
共
済
こ
そ
が
、

最
も
頼
り
に
な
る
制
度
と
し
て
、
多
く

の
皆
さ
ん
か
ら
ご
加
入
い
た
だ
い
て
い

る
理
由
で
も
あ
り
ま
す
。

　
別
表
の
よ
う
に
、
火
災
事
故
の
半
数

が
全
焼
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何

よ
り
も
、
も
し
我
が
家
が
火
災
に
な
っ

た
ら
、
再
建
す
る
の
に
ど
れ
く
ら
い
資

金
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
お
く
こ
と

が
た
い
せ
つ
に
な
づ
て
き
ま
す
。

建
物
共
済
は

　
　
高
額
加
入
の
時
代

　
不
幸
に
し
て
事
故
に
遭
わ
れ
た
多
く

の
人
た
ち
か
ら
、
　
「
建
物
共
済
に
入
っ

て
い
て
よ
か
っ
た
」
と
感
謝
さ
れ
、
同

時
に
「
も
っ
と
高
額
に
加
入
し
た
い
」

と
し
み
じ
み
語
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
建
物
共
済
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
力

と
信
頼
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
幸
い

五
十
七
年
度
は
、
町
は
じ
ま
っ
て
以
来

の
大
豊
作
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
機
会

に
、
念
が
け
て
い
た
我
が
家
の
建
物
共

済
を
、
限
度
額
い
っ
ぱ
い
に
加
入
さ
れ

る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

　
部
落
の
共
済
連
絡
員
が
建
物
共
済
の

加
入
推
進
に
お
伺
い
し
た
ら
、
掛
金
の

こ
と
共
済
金
額
な
ど
に
つ
い
て
相
談
さ

れ
、
ぜ
ひ
、
納
得
の
い
く
額
ま
で
ご
加

入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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出思

地域休養施設の

従業員募集
次により地域休養施設の従業員

善
　
次
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

囹
一
般
寄
付
金

※
丸
山
工
務
所
か
ら
百
万
円

囹
社
会
福
祉
協
議
会
へ

※
詩
吟
神
風
流
粋
吟
会
川
西
支
部
（
代

　
表
．
南
雲
浩
風
さ
ん
）
か
ら
二
万
円

※
保
坂
五
郎
作
さ
ん
（
沖
立
）
か
ら
一
二

　
万
円

※
渡
辺
早
苗
さ
ん
（
東
善
寺
）
か
ら
二

　
万
円

※
星
名
一
正
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
一
二
万

　
円

※
蔵
品
勲
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
一
二
万
円

※
丸
山
甲
子
一
さ
ん
（
学
校
町
）
か
ら

　
二
万
円

　
　
の

地
す
職
若
普
所
有

り
↓
よ

よ
し
す
員

に
集
集
理

次
募
募
調

　
を
◎◎募集する職種と条件

（1）調理員　若干名　年齢50歳未満

　　　　　普通自動車の運転免許

　　　　　所有　調理士の資格を

　　　　　有し経験豊かな人

　　　　　（特に夫婦で住込可能

　　　　　な人1組）

〔2）男子従業員　若干名　年齢不問

　　　　　大型自動車運転免許所

　　　　　有

〔3）女子従業員（パート含む）若

　　　　　干名　年齢不問　バイ

　　　　　クなどに乗れ自分で通

　　　　　勤可能な人

◎応募締切

　2月末日（役場総務課到着のもの）

◎応募方法

　履歴書（市販用紙による）に写

真1枚を添付し、総務課長へ提出

◎面接

　3月上旬総合センターで

◎採用発表

　3月末日　本人あて文書通知

、　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ
く

・
羽
鳥
仁
平
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、
燭

　
　
　
　
　
　
お
の

台
（
木
製
）
、
石
斧
、
な
り
（
か
や

屋
根
材
料
）

・
星
名
洋
子
さ
ん
（
伊
友
）
か
ら
、
土

器
（
破
片
）
五
点

・
富
井
相
四
郎
さ
ん
（
上
野
）
か
ら
、

燭
台
（
鉄
製
）

・
丸
山
富
平
さ
ん
（
新
町
新
田
）
か
ら
、

女
性
髪
の
て
が
ら
、
べ
っ
甲
の
か
ん

ざ
し
、
箱
ま
く
ら

・
佐
藤
春
枝
さ
ん
（
仁
田
）
か
ら
、
自

在
か
ぎ
（
竹
製
）

・
南
雲
守
さ
ん
（
中
仙
田
）
か
ら
、
小

む
し
ろ
二
枚

・
渡
辺
理
平
さ
ん
（
四
郎
兼
）
か
ら
、

　
　
　
　
は
か
り

二
十
貫
目
棒
秤
の
石
製
お
も
り
、
二

　
　
　
し
ん
ち
ゅ
う

貫
目
秤
と
真
鍮
お
も
り
と
革
ケ
ー
ス

・
丸
山
重
太
郎
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
、

土
焼
器
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　　　もうすぐ1年生1』鵠

　　　千手小で健康診断を行う　懲ぱ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　、

ミ名称募集ヤ締め切り迫る

　地域休養施設の名称を募集中で

すが、締め切りの1月31日が迫っ
てきました。ミ親しみやすく、地

域および現代にマッチした名称ぐ、

をお寄せください。

　ハガキ1枚につき1点の作品と

しています。住所、氏名、年齢、

職業も明記し、役場産業課へ送付

ください。　（1月31日の消印まで

有効です）

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
気
持
ち
を
引
き
締
め

て
お
い
で
の
方
は
大
ぜ
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
で
し
ょ
う
が
、
と
り
わ
け
八
・
年
小
学
校
へ

入
る
お
子
さ
ん
と
、
そ
の
ご
家
族
の
方
は
張

り
切
っ
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

各
小
学
校
の
入
学
予
定
者
は
別
表
の
と
お

川崎先生から検診していただく

　新入学児童の調べ

※配置換え／1月1日付
千羊診療所・山口隆也（総務課）

3
。
…
一
一
…
軸
。
…
一
一
＝
一
ξ
一
…
ξ
一
一
一
＝
一
。
。
一
…
一

千手小学校 68人 男子35人 女子33人

上野小学校 30 20 10

橘　小学　校 26 11 15

仙田小学校 19 11 8
”小脇分校 1 1 0
白倉小学校 3 3 0
高倉小学校 O 0 0

計 147 81 66

り
で
す
。

　
先
月
十
五
日
に
、
千
手
小
学
校
で
就
学
時

健
康
診
断
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
質
問
に
は
ハ

キ
ハ
キ
答
え
て
い
ま
し
た
が
、
視
力
が
一
・

○
以
下
の
子
供
が
ほ
と
ん
ど
で
気
に
な
り
ま

し
た
。

　臨■　■
一一一●

－
毫
．
二
一
三
騨
．
二
｛
，
．
．
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一
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一
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5
亀
一
麟
一
畠
三
『
．
一
噸
一
．
毫
一
畠
一
一
三
騨
＝
一
｛
一
．
騨
一
．
…
三
一
一
薗
モ
一
．
．
｛
。
．
．
一
．
｛
一
二
一
｛
一
髄
．
一
一
…
一
．
．
晒
．
一
｛
顧
．
3
三
一
一
．
一
一
三
一
一
．
一
“
．
働
モ
噸
略
一
。
一
毫
＝
二
一
三
一
．
髄
二
ξ
一
一
．
。
の
ξ
一
一
．
．
一
一
三
一
．
．
．
一
ξ
。
～
毫
…
。
一
。
玉
瞬
3
ξ
一
…
ξ
一
三
一
覧
『
…
一
三
｝
一
一
㌔
一
ξ
一
一
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螺難i撫．雛欝欝麟霧霧羅灘無騒織集皇器杏太

り
過
ぎ
に
ご
注
意

　
　
「
ベ
ル
ト
が
伸
び
れ
ば
命
が
縮
む
」

と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。
中

年
に
な
っ
て
太
っ
で
く
る
の
は
健
康

へ
の
赤
信
号
で
す
。

　
肥
満
の
原
因

　
最
近
は
、
運
動
不
足
や
カ
ロ
リ
ー

の
取
り
過
ぎ
か
ら
肥
満
の
人
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
体
内
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
て
い
な
い
た
め
に
起
こ
り
ま

す
。
摂
取
量
が
多
過
ぎ
、
消
費
量
が

　
　
　
　
少
な
い
と
余
分
な
エ
ネ
ル

羅　
　
　
　
ギ
ー
が
脂
肪
と
い
う
形
で

　
　
　
　
体
内
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

肥
満
の
害

①
短
命
の
も
と
．
．
．
．
．
太
っ

た
人
は
正
常
な
人
に
比
べ

死
亡
率
が
高
い
。

②
成
人
病
の
原
因
に
．
．
．
．
．
．

肥
満
体
の
人
は
、
糖
尿
病
、

心
臓
病
、
高
血
圧
、
肝
臓

病
、
動
脈
硬
化
と
い
っ
た

成
人
病
に
か
か
り
や
す
い
。

③
足
腰
が
弱
っ
て
機
敏
さ

が
失
わ
れ
る
…
…
肥
満
は

運
動
神
経
を
鈍
く
さ
せ
、

ま
た
無
理
に
運
動
す
る
と

心
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま

す
。

　
肥
満
の
改
善

☆
食
事
療
法
　
①
食
事
は
三
食
バ
ラ

ン
ス
よ
く
、
腹
八
分
目
に
　
②
間
食

は
控
え
る
　
③
た
ん
ぱ
く
質
（
脂
肪

の
少
な
い
肉
、
魚
、
豆
製
品
、
牛
乳
）

は
十
分
に
　
④
新
鮮
な
野
菜
と
海
草

を
十
分
に
　
⑤
味
付
け
は
薄
昧
に

☆
運
動
療
法
　
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

以
上
に
食
べ
る
と
肥
満
に
つ
な
が
り

ま
す
。
適
度
な
運
動
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

☆
定
期
的
に
体
重
を
量
り
ま
し
ょ
う

　
標
準
体
重
（
㎏
）
の
目
安
は
（
ゆ

知
8
ー
一
〇
〇
）
×
O
φ
が
わ
か
り
や

す
く
、
こ
れ
の
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ー0

パ
ー
セ
ン
ト
内
が
ほ
ぼ
正
常
範
囲
で

す
。
太
っ
て
き
て
い
る
人
は
身
長
か

ら
m
を
引
い
た
く
ら
い
を
目
安
に
し

て
、
徐
々
に
正
常
範
囲
に
し
ま
し
ょ

う
。

　陶　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　－
　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100

　90　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90

　80　　　　　あなたの体重表　　　　　　　　　母　　　　　80

体＝倉瀞灘灘撚灘＝
記c：辮轡よ　．撚難比
重　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
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　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

　10　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　5〔）　　　60　　　70　　　80　　　90　　　100　　110　　¶20　　¶30　　140　　15〔）　　160　　170　　¶80　　重90

　　㎝　　　　　　　　　　　身　　　　長

あなたの体重表
母

　I　　l　　　l　　I
A：減量目標をたてて減食と運動を

B：最近ふとりすぎてきた人は十分

注意を

C：急にやせてきた人は早めに健康

診断を

嫌響
饗騨

、
わ

…

犠
駿
葛
蓬
嚢
彦

戸
籍
の
窓
か
ら

葛
葛
名
名
葛
葛
葛
犠
葛
葛
葛
塾
骸

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
懸

（
雛

（
翻

（
羅

（
鷺

小中鈴丸川登村水小小
山條木山崎坂越落林幡

喜賀久克栄浩礼誠美敏
子文子巳子　子　代男

仁
田

岩
手
県
か
ら

仁
田

野
　
口
か
ら

岩
瀬

越
ケ
沢
か
ら

新
町
新
田

秋
田
県
か
ら

大
倉

東
京
都
か
ら

う
ぶ
声
ー
お
す
こ
や
か
に

小
林
大
昌
　
立
雄
　
三
男

平
野
正
晃
角
榮
長
男

艶

奪！6
㌧ノ

中
仙
田

四
郎
兼

．
9
．
鴫
等
．

　
　
　
か
わ
に
し

、
呉
　
俳
壇

／
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
　
　
三
領
　
高
橋
た
か
し

冬
め
く
や
朝
な
夕
な
の
挨
拶
に

送
り
来
し
鮭
を
吊
し
て
歳
を
待
つ

句
友
に
は
雅
号
の
宛
名
賀
状
書
く

暖
冬
の
囲
い
馬
鈴
薯
の
芽
も
掻
き
て

年
新
た
人
そ
れ
ぞ
れ
の
初
詣

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

み
ぞ
れ
降
る
日
の
重
な
り
て
時
雨
つ
・

中
島
妙
子

小
海
裕
美

大
久
保
峻

五
十
嵐
哲
也

南
雲
慶
子

渡
貰
正
嗣

村
越
賢
一

五
十
川
真
美

丸
山
健
太
郎

高
橋
久
美

敏松雅久利幸文正光勝
夫一幸吉夫男治重雄志

長長長長二二二長長長
女男女男男女男男女女
　　　　新
三高沖野町木野野小上
　原　　新島　　根
領田立口田町口口岸野

昇
天
－
ご
め
い
福
を
祈
る

佐藏中茂山片渡
藤品島野田桐邊
カカ噴松新愛幸
ネツ　平一藏治

星
名
タ
ツ
ウ

四
郎
兼

伊沖上上藤仁野

友立野野沢田口

七八七七七六六四
九三五二二九六一

落
葉
し
て
枝
逞
し
く
残
り
た
る

時
雨
る
・
よ
道
路
工
事
の
旗
を
振
り

時
雨
つ
・
日
射
せ
る
空
の
虹
か
・
る

冬
虹
の
立
ち
つ
か
の
間
に
消
え
失
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
小
川
益
栄

昨
日
雪
今
日
小
春
日
に
年
の
暮
れ

雪
し
ま
き
外
に
ひ
し
め
き
曇
る
破
璃

地
に
伏
せ
し
枯
諸
草
に
根
雪
来
る

追
羽
根
や
新
妻
の
組
勝
り
つ
・

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
登
坂
酔
月

葉
牡
丹
や
講
師
迎
ふ
る
演
壇
に

葉
牡
丹
の
渦
の
芯
よ
り
燃
ゆ
ご
と
し

葉
牡
丹
を
移
し
て
土
の
新
し
き
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3鰐鮮鮮2敬敬甜櫨耀轟

12月の交通事故発生件数

　　　　　　　累計
件数1（2）19（1④
傷　者1（1）20⑳
死者0（1）2（1）
酒よい0（0）　2（2）
酒気おび　1（0）16（1④

　　（）内は前年比較
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丸
山
　
テ
リ
　
　
学
校
町
　
　
八
六

保
坂
チ
ャ
ウ
　
沖
立
　
八
八

心
配
ご
と
相
談

・
1
月
12
日
・
・

・
1
月
19
日
・
・

・
1
月
2
6
日
．
．

●
2
月
2
日
．
．

●
2
月
9
日
．
．

…
．
．
・
橘
出
張
所

…
…
克
雪
セ
ン
タ
ー

…
…
総
合
セ
ン
タ
ー

…
…
上
野
連
絡
所

．
．
．
．
．
．
．
橘
出
張
所

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
登
坂
　
紅
葉

か
ん
じ
き
を
吊
す
火
棚
の
煤
こ
ぼ
れ

元
日
の
少
し
広
め
の
道
を
踏
む

　
　
　
　
　
　
　
元
町
　
上
村
　
ト
ミ

こ
と
ご
と
く
裸
木
と
な
り
雪
を
の
せ

曲
り
釘
そ
の
ま
・
打
ち
て
冬
囲
い

　
　
　
　
　
　
　
三
領
水
品
律

雪
卸
し
一
度
も
せ
ず
に
明
の
春

・
雑
煮
箸
柳
の
香
り
新
し
き

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
小
川
　
　
秀

葉
牡
丹
に
南
天
添
え
し
床
の
間
に

　
　
　
　
　
　
　
赤
谷
　
高
橋
チ
ヨ
ノ

三
人
の
子
の
睦
じ
く
ク
リ
ス
マ
ス


